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新
中
学
校
の
校
名
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
５
月
か
ら
６

月
に
か
け
、
市
内
全
戸
お
よ
び

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
校
名
募

集
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
校
名
を

公
募
。
６
３
０
人
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
校
名
の
中

か
ら
、
校
名
等
検
討
部
会
に
お

い
て
検
討
を
行
い
、
①
最
も
投

票
の
多
い
校
名
②
立
地
形
状
か

ら
考
え
ら
れ
た
校
名
③
シ
ン
ボ

ル
的
な
校
名
④
イ
メ
ー
ジ
的
な

校
名
の
選
考
基
準
よ
り
「
南
中

学
校
・
北
中
学
校
」、「
陵
南
中

学
校
・
陵
北
中
学
校
」「
城
南

中
学
校
・
城
北
中
学
校
」「
清

峰
中
学
校
・
明
峰
中
学
校
」
の

４
組
の
校
名
候
補
を
選
定
。
７

月
に
は
こ
れ
ら
の
校
名
に
つ
い

て
小
・
中
学
校
の
お
子
さ
ん
の

ご
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

新
中
学
校
校
名
候
補
の
選
定
に
つ
い
て

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
城
北
・

城
南
」（
得
票
率
36
％
）、次
が「
陵

北
・
陵
南
」（
同
29
％
）
で
、
他

の
２
つ
の
校
名
は
得
票
率
10
％

台
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

部
会
・
統
合
推
進
委
員
会

に
お
い
て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
分
析
し
更
な
る
検
討
を

行
っ
た
結
果
、「
城
南
・
城
北
中

学
校
」、「
陵
南
・
陵
北
中
学
校
」

の
２
つ
が
最
終
的
な
校
名
候
補

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
報
を
通
じ
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら
せ
し

な
が
ら
、
推
進
委
員
会
で
更
な

る
検
討
を
行
い
校
名
候
補
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

子
ど
も
課
学
校
教
育
係

（
統
合
推
進
委
員
会
事
務
局
）

☎
�
３
１
１
１　
内
線
３
６
１

　
12
月
中
に
は
新
し
い
校
名
が
決
定

　
校
名
候
補
選
定
の
経
過

　
平
成
22
年
４
月
に
開
校
す
る
新
し
い
中
学
校
２
校
の
校
名
に
つ
い
て
、
飯
山
市
中
学
校
統
合
推
進
委
員

会
並
び
に
同
委
員
会
校
名
等
検
討
部
会
に
て
検
討
を
行
い
、
２
つ
の
校
名
候
補
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
中
学
校
統
合
推
進
委
員
会
に
て
更
な
る
検
討
を
行
い
、
12
月
中
に
新
し
い
中
学
校
２
校
の
校

名
候
補
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　上杉謙信が築いた「信越最後の砦」として鉄壁の守りを
固めていた当市のシンボルの一つとなっている「飯山城」。
　この飯山城のように、中学校も四季の変化に富み、新しい
まちづくりの発展が望める優れた地域、教育環境下において、
豊かな感性とたくましい心と身体を育て、ふるさとの未来を
もひらく生徒の育成の場となるよう願いが込められています。

現 第一中学校校舎
飯山・秋津・木島小学校区
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市
長
の

悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

❺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
長　
石
田
正
人

　
台
風
の
襲
来
も
な
く
秋
を
迎
え
、
飯
山
の
里
は
黄
金
色
の
稲
穂
が

波
打
ち
、
百
姓
の
喜
び
を
表
す
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。

　
各
小
学
校
で
は
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
は
し
ゃ

ぐ
姿
を
み
る
と
、
自
分
の
小
学
生
時
代
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　
当
時
は
食
料
を
作
る
た
め
、
青
年
団
や
村
の
人
の
手
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
耕
さ
れ
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
至
る
所
に
穴
が
掘
ら
れ
防
空
壕
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
運
動
会

と
い
っ
て
も
、
秋
の
忙
し
い
時
期
は
家
族
の
誰
か
一
人
が
行
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
良
い
方
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
運
動
会
と
な
れ
ば
栗
や
豆

を
茹
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
ふ
か
し
、
庭
先
の
ブ
ド
ウ
を
切
っ
て
、
母
が

握
っ
て
く
れ
た
特
別
大
き
な
お
む
す
び
や
運
動
会
で
も
な
け
れ
ば
食

べ
れ
な
い
ゆ
で
玉
子
な
ど
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
稲
刈
り

に
忙
し
い
両
親
に
か
わ
り
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
敷
ご
ざ
一
枚
を
持
っ
て
応

援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
近
所
の
人
が
料
理
を
分
け
合
い
、「
俺
ら
家

の
芋
は
う
ま
い
、
栗
が
う
ま
い
」
と
言
い
な
が
ら
食
べ
た
運
動
会
の

料
理
が
本
当
に
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
米
・
野
菜
・

卵
…
。
す
べ
て
自
給
自
足
の
時
代
で
し
た
。

　
そ
れ
が
今
、
毎
日
の
よ
う
に
食
料
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
の
食
卓
は
中
国
産
の
製
品
に
よ
り
多
く
が
ま
か
な
わ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
達
の
健
康
も
知
ら
ぬ
う
ち
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
主
食
で
あ
る
米
が
年
間
70
万
ト
ン
も
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
米
が
輸
入
さ
れ
な
け
れ
ば
日
本
の
農
家
は
減
反

を
し
な
く
て
も
い
い
は
ず
な
の
で
す
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
田
畑

を
荒
ら
さ
ず
に
済
む
は
ず
な
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
頃
と
違
う
、
家
族
が
揃
っ
て
参
加
す
る
現
代
の
運
動
会

を
見
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
少
し
「
ず
く
」
を
出
し
休
日
は

家
族
揃
っ
て
田
ん
ぼ
へ
出
か
け
米
を
作
り
、
自
給
自
足
を
し
よ
う
。

　
将
来
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
た
め
に
、
健
康
の
た
め
に
！

飯山市立 城
じょうなん

南中学校
（現 第一中学校校舎校地）

飯山市立 城
じょうほく

北中学校
（現 照丘高校校舎校地）

　上信越国境の山々に囲まれた飯山盆地。その中央を流れ
る千曲川と平行して走る長峰丘陵は飯山を象徴する風景の
一つとなっています。
　身近に自然 ･ 歴史 ･ 文化が感じられ、ふるさと飯山を見
渡すことができる陵（おか）で学ぶことにより、豊かな感性
とたくましい心と身体を育て、ふるさとの未来をも切り開く生
徒が育成される学校となるよう願いが込められています。
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飯山市立 陵
りょうなん

南中学校
（現 第一中学校校舎校地）

飯山市立 陵
りょうほく

北中学校
（現 照丘高校校舎校地）

新中学校の校名候補

現 照丘高校校舎
泉台・常盤・戸狩・岡山・
東小学校区

岡
山
地
区
土
倉
出
身
の
桑
原
定
男
さ
ん

「
ふ
る
さ
と
飯
山
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
」
１
億
円
を
寄
付

　

岡
山
地
区
土
倉
ご
出
身
で
、

現
在
、
東
京
都
に
お
住
ま
い
の

桑
原
定
男
さ
ん
（
83
歳
）
が
９

月
18
日
に
市
役
所
を
訪
問
さ

れ
、
飯
山
市
に
１
億
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
里
を
旅
立
た
れ
た
後
も
、

ふ
る
さ
と
で
学
ん
だ
先
生
の
教

え
を
大
切
に
さ
れ
今
日
ま
で
仕

事
一
筋
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

と
い
う
桑
原
さ
ん
。
東
京
で
苦

労
を
乗
り
越
え
事
業
に
成
功
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
恩
返
し
に

と
、
こ
の
た
び
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

△「教育のために活用して欲しい」と多額
の寄付をいただいた桑原さん（写真右）

　
こ
の
日
、
石
田
市
長
と
懇
談

さ
れ
た
桑
原
さ
ん
は
、「
ふ
る
さ

と
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
こ
の

お
金
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
飯
山

市
で
は
、
桑
原
さ
ん
の
ご
意
思

を
尊
重
し
、
地
域
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
額
の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
桑
原
さ
ん
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆

様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
、
北
陸
新
幹
線
北

信
広
域
建
設
推
進
協
議
会
（
会

長
・
石
田
正
人
飯
山
市
長
）
と

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
市
民
協
議
会
（
会
長
・

清
水
長
雄
飯
山
市
区
長
会
協

議
会
長
）
は
、
北
陸
新
幹
線
建

設
促
進
の
た
め
の
中
央
要
望
活

動
を
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
北
陸
新
幹
線
の
平

成
26
年
度
中
の
金
沢
駅
ま
で
の

開
業
と
、
大
阪
ま
で
の
早
期
全

線
着
工
を
政
府
や
関
係
省
庁
に

求
め
陳
情
し
た
も
の
で
す
。

　

陳
情
団
は
ま
ず
、
横
浜
市
の

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
本
社
を
訪

問
。
建
設
促
進
に
向
け
た
要
望

活
動
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
京
へ
移
動
し
、

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
総
務

省
の
各
大
臣
、
県
選
出
国
会
議

員
、
麻
生
総
理
大
臣
は
じ
め
政

府
与
党
関
係
者
等
へ
の
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
新
幹
線
開
業
に
向

け
、
昨
年
12
月
の
飯
山
ト
ン
ネ

ル
全
貫
通
や
、
今
年
６
月
の
飯

山
駅
高
架
橋
工
事
着
工
な
ど
、

い
よ
い
よ
そ
の
槌
音
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

両
団
体
で
は
、
北
陸
新
幹
線

の
建
設
促
進
活
動
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
幹
線
建
設
促
進
の
た
め
の
中
央
要
望
を
実
施

 

26
年
度
中
の
金
沢
駅
ま
で
の
開
業
、
早
期
の
全
線
着
工
を
要
望

△要望活動は２班・２４名が参加
し行われました


